
デジマ：中晩生
 外観が美しく、肉色は淡い黄色。
 粉質（ほくほく系）と粘質（しっとり系）の中間
 生育が旺盛なため、基肥はやや控えめにする。
ニシユタカ：中晩生
 皮も肉色も淡い黄色。
 粘質で煮崩れしにくい。

３．栽培のポイント

 土壌phが高くなると、そうか病

の発生が多くなるので、苦土石

灰は使用しない。

圃場準備

肥沃で排水の良い圃場を選定す

る。定植1週間前に、圃場全体にフ

ロンサイド粉剤（そうか病対策）を

施用して、耕起して、畝をつくる。

学校給食に使用される「秋ジャガイモ」の栽培を提案しましたところ、栽培にご協力を頂くことになり有難うございま

す。日に日に、暑さも和らぎ8月下旬より植え付けが可能となります。ＪＡでは栽培される皆さんの品質と収量の向

上を目指して、8月26日秋ジャガイモ栽培研修会を開催しました。また今後も栽培をサポートして行きます。

２．令和4年度 栽培品種と栽培暦
8月26日：秋ジャガイモ栽培研修会（福井市南江守町）

土壌虫害（ケラ・ネキりムシ）

 植え溝を掘る。

 植え溝に土壌害虫の防除剤

を施用して混和する。
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　　　　月
項目

作業

8月 9月 10月 11月 12月

植え付け 追肥 収穫・乾燥

（作型）

種の準備

秋作ではＳサイズ（40～60ｇ）を分割せずに

使用するとよい。（腐敗が少なくなる）

 Ⅿサイズ（100～150ｇ）➡2分割

 Ⅼサイズ（150～200ｇ）➡3分割

植え付け

 植え付け溝に種イモを切り口を下にして置く。

 覆土は5～6ｃｍ行う。

 畝幅70cm

 株間は25ｃｍ

 施肥

ジャガイモに

接触させない。

１．令和4年度秋ジャガイモの栽培状況(8月26日現在）

施肥量（目安）

（例1）いも高度820（8：12：20、苦土4） 100～150ｇ/㎡

（例2）特A801（8：8：8、苦土3） 100～150g/㎡

（例3）アグリフラッシュ（14：14：14）60～85g/㎡

支店名 生産者（組織）数 種子重量（㎏）

北部 1 20

南部 1 7

中央 2 110

西部 3 165

文殊 1 50

合計 8 352


